
平成25年（2013年）9月27日（金曜日）

－aaeEre‘
’z－
〉

(2 9) •6'11聖書．

本音インタビュー
東京工業高等専門学校教授

ー
島
田
の
存
在
と
は
。

「
戦
況
の
悪
化
で
画
期
的
な

新
兵
器
の
開
発
が
必
要
と
な
っ

た
旧
海
軍
が
、
強
力
な
電
波
を

発
生
さ
せ
る
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン

島
田
の
電
波
兵
器
研
究
遺
構

太
平
洋
戦
争
時
、
戦
況
挽
回
を
図
っ
た
旧
海
軍
が
島
田
市
で
研
究
を
進

め
た
秘
密
兵
器

「強
力
電
波
兵
器
」。

数
少
な
い
痕
跡
と
し
て
現
代
に
残

る
岡
市
の
「
牛
尾
実
験
所
跡
」
が
国
土
交
通
省
に
よ
る
大
井
川
の
治
水
工

事
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
に
わ
か
に
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

豊氏河村

（磁
電
管
）
の
出
力
を
上
昇
さ
せ

る
基
礎
研
究
を
行
っ
た
の
が
海

軍
技
術
研
究
所
島
田
分
室
（
現

在
の
特
種
東
海
製
紙
敷
地
内
）

だ
っ
た
。
原
爆
開
発
を
断
念
し

の
存
在
は
資
料
で
知
っ
て
い
た

が
、
資
料
に
一
切
な
か
っ
た
パ

ラ
ボ
ラ
反
射
鏡
の
台
座
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
今
回
出
て
き
た
こ

と
に
驚
い
た
。
資
料
に
な
い
物

義
は
。「危
機
下
で
こ
そ
懸
命
に
態

勢
を
作
り
、
画
期
的
な
兵
器
を

開
発
し
よ
う
と
す
る
考
え
方

は
、
現
代
の
私
た
ち
が
景
気
が

周
知
し
て
意
義
問
う
べ
き

かわむら・ゆたか専門は糾学史。
論文に「敗戦時間｜渡目録』にみるZ
兵器開発の状況一島田実験所・牛尾
実験所の施設と備品」（2008年）など。
東京都八王子市。57歳。

た
物
理
学
者
だ
ち
も
加
わ
り
、

後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る

朝
永
振
一
郎
ら
一
流
の
物
理
学

者
が
島
田
に
出
入
り
し
た
。
1

9
4
5年
に
第
二
海
軍
技
術
廠

（し
よ
う
）島
田
実
験
所
と
名
称

が
変
わ
り
、
牛
尾
山
や
崎
平
（
現

・川
根
本
町
）
に
も
実
験
所
の
整

備
や
疎
開
が
進
め
ら
れ
た
」

ー
牛
尾
山
に
残
る
牛
尾
実
験

所
跡
の
価
値
は
。

「変
電
室
や
電
源
室
、
発
振
室

の
実
物
が
出
て
く
る
の
は
歴
史

研
究
者
の
私
に
と
っ
て
大
き
な

衝
撃
。
す
ぐ
に
視
察
し
た
。
旧

海
軍
が
ど
れ
だ
け
電
波
兵
器
研

究
に
や
る
気
が
あ
っ
た
か
疑
問

だ
っ
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

台
座
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

こ
れ
は
本
当
に
や
る
つ
も
り
だ

っ
た
の
だ
と
確
信
で
き
た
」

ー
成
果
は
戦
後
、
電
子
レ
ン

ジ
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
た
。
秘

密
兵
器
研
究
の
糾
学
史
上
の
意

悪
い
か
ら
何
と
か
画
期
的
な
商

品
を
作
ろ
う
と
い
う
の
に
似
て

い
る
。
実
は
バ
ブ
ル
の
時
代
に

は
斜
学
技
術
は
あ
ま
り
発
展
し

な
い
。
糾
学
者
は
バ
ブ
ル
が
は

じ
け
た
時
に
初
め
て
ど
う
に
か

し
ろ
と
お
金
が
も
ら
え
る
。
つ

ま
り
、
糾
学
技
術
と
は

『危
機

の
時
代
』
に
推
進
さ
れ
、
後
世

に
受
け
継
が
れ
る
。
そ
ん
な
点

か
ら
も
税
学
技
術
史
に
お
け
る

島
田
の
存
在
は
重
要
だ
」

ー
来
年
度
に
も
牛
尾
実
験
所

跡
が
失
わ
れ
る
。

「今
年
は
島
田
に
実
験
所
が

で
き
て
ち
ょ
う
ど
叩
年
目
。
牛

尾
実
験
所
跡
で
は
初
の
発
掘
調

査
も
行
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
機

会
を
捉
え
て
戦
争
中
に
島
田
で

何
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
振
り

返
り
、
そ
の
意
味
を
現
代
に
問

い
掛
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。
牛

尾
実
験
所
跡
の
存
在
が
表
に
出

た
の
は
つ
い
最
近
で
、
ま
だ
多

く
の
研
究
者
が
存
在
を
知
ら
な

い
。
研
究
者
が
存
在
を
知
り
、

現
地
を
見
る
時
間
の
余
裕
が
も

う
少
し
あ
っ
て
も
い
い
。
多
く

の
人
々
が
存
在
を
知
る
こ
と
で

新
た
な
研
究
や
展
開
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
」

（聞
き
手
H

島
田
支
局
・
鈴
木
誠
之
）


